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企業理念
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大塚グループとは

 国内51社、海外145社

 社員 約47,000名

 売上高 約1.7兆円

売上高 ：2022年12月期
会社数、社員数：2022年12月末現在

(世界の人々の健康に貢献する革新的な製品を創造する)

大塚グループ企業理念
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大塚グループ： グループ構成

大塚ホールディングス

大塚製薬

2010年 東証一部（現東証プライム）上場

大塚メディカル
デバイス大鵬薬品

大塚製薬
工場 大塚倉庫 大塚化学 大塚食品
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会社概要
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会社名 大鵬薬品工業株式会社

設立 1963年（昭和38年）6月1日

資本金 2億円

代表者 代表取締役社長 小林 将之

従業員数 2,170名（2022年12月31日現在）

売上高 1,393億円（2022年12月期）

純利益 51億円（2022年12月期）

本社所在地

〒101-8444
東京都千代田区神田錦町1-27
TEL 03-3294-4527

事業内容
医薬品、医薬部外品、医療機器、食料品、
日用品雑貨などの製造、販売及び輸出入

https://eqm.page.link/DMuX新社屋紹介動画はこちら→

https://eqm.page.link/DMuX


2,170名
約1.43億本
を年間販売

対 売上高

41.4％

売上の71.3%半世紀

研究開発費率
年間売上高

がん領域の取組 がん関連製品従業員

2022年12月期（単体）
従業員数：12月末現在6

チオビタドリンク
シリーズ

育児休業取得率

96％ 107%1,393億円

※2021年12月期の研究開発費率は29.4%。2022年12月期の数値が例年に比較して高いのは、IP（知的財産）取得により一時的に研究開発費が増加したものです。

※

大鵬薬品について

2022年12月期に子の生ま
れた人数を分母とし、育児休
業を開始した人数を分子とす
る。産後休暇中は育休に含
まれないため算出方法により
96％だが、出産した全女性
社員が育児休業を取得。男
性の場合、短期間の育児休
業取得者も含む



大鵬薬品のCSRミッション
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私たちが取り組む重要項目（マテリアリティ）と主に関係するSDGs
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大鵬薬品 主なCSR活動※

ラオスのNICU設立
を支援

健康増進への取り組み

患者さんや介護者への
サポートを拡大

働きながらの
治療を応援

9

※詳細は弊社ホームページ（https://www.taiho.co.jp/csr/）をご覧ください

海外で医療分野のアンメットニーズ
解決のため、NICU設立を支援

仕事と治療を両立できる
働き方を整備

がん領域の課題解決を支援

「大鵬スマイルサポート」
を実施

禁煙外来の費用補助や
運動アプリを全社員に提供

事業所で保育園
を運用

つくばエリアの敷地内に
保育園を開設

海外でがん領域の患者団体との
コラボレーションや支援を実施

ダイバーシティ＆インクルージョン



大鵬薬品 リモートワークの歴史(黎明期)
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2016年 前身の「在宅勤務」規程 制定。週1回在宅勤務の実施。
主に本社在籍の内勤者を対象とし、制定1年前に限定的な部門にて
トライアルを実施。制定までに問題点を回収・改善(労務管理の共有、
会議時のネットワーク環境不具合、情報漏洩対策など)

取引先等の関係上、リモートワークという働き方が難しい部門（製造、
営業、研究所、付随する管理部門）では導入が難しい状況

２０１６年２０１５年

・10月一部部門
でトライアル実施

・10月「在宅勤務」
規程制定

当初、2020年東京オリンピック開催予定に伴い、通勤時間時の
移動集中/トラブルを避ける事も含めて、業務遂行に支障がない様、
働き方の多様性を検討



大鵬薬品 リモートワークの歴史(過渡期)
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コロナ禍により一気にリモートワーク実施に拍車がかかる(当初導入が
厳しかった営業・研究所も導入）

2020年 「在宅勤務」から「リモートワーク」に名称変更。リモートワー
ク週１回実施から、最大週４回実施に変更

出社が必須な製造部門以外はリモートワーク主体での働き方に変化。
医薬品メーカーとしてエッセンシャルワーカーの方への配慮

2021年 リモートワーク補助手当 制定

２０１９年

・12月新型コロナウ
イルス発生

２０２０年

・新型コロナウイルス蔓延
・名称「在宅勤務」
→「リモートワーク」変更

２０２１年

・「リモートワーク補助
手当」規程

取引先から訪問規制が発出され、導入が難し
かった部門で一気にリモートワークが浸透。コロナ
禍により導入が10年早まったと言われた



大鵬薬品 リモートワークの歴史(成長・発展期とこれから)
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２０２３年２０２２年

・その他住所での
リモートワーク拡大

・新型コロナウイルス感染
症の5類移行

 2022年「その他住所」でのリモートワーク拡大
単身赴任者→家族住所
家族の介護→対象者宅
家族の看護→対象者宅
保育（休園・休校等措置）→実家など
保育（配偶者の里帰り出産）→配偶者実家
自身の傷病→家族住所など
配偶者の単身赴任→配偶者単身赴任先

 2023年 政府が新型コロナウイルス感染症5類移行。対面でのコミュニケー
ションの重要性も再認識し、所属事業場への出社回数を最低週2回に変更
現在に至る

本社建て替え時期と重なる。新本社のフリーアドレス化、出社
によるコミュニケーション活性化とのハイブリッドな働き方を生か
したイノベーション促進

リモートワークは運動不足になりがちとのことから
運動アプリを契約し、少しでも身体を動かす・ス
トレッチするなど体調面もサポート!!



多様な働き方を未来へ繋ぐ
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登録者は、社員数2,478人中2,042人(82.4%) ※2023年6月時点

今後もワーク・ライフ・ラーニングバランスを取り、社員が
働きやすい環境を!!

育休復職面談の
集合写真

お嬢さんに協力
いただきママの
リモートワーク姿
をパチリ!!



コミュニケーション・スローガン
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